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コミットメントゲームにおける
支配戦略と Deletion
村 田 省 三
Abstract
In this paper, we consider the proof of non existence problem that
there should be no non degenerated mixed equilibrium or not, in actiom
commitment games in Hamilton & Slutsky (1990）．The direct proof is
given here in the case that quadratic profit functions are assumed to
both players or convex isoprofit curves are assumed all over the difini-
tion area of profit functuins. And, we will proof some new genenral the-
orem about this non existence problem, which apply to the quantity set-
ting duopoly games.

































適反応曲線に向かうような逸脱をするであろうという HS (1990) の予想を


















性が想定されている。後に Amir (1995) によって，HS (1990) における主要
な定理（定理５）の証明が破綻していることを論証されることとなったのも，
論理的には，この凸性の仮定を形式的には記述しなかったことに起因する。





































































ゲームにおけるプレイヤー A，Bの利潤関数は，πA(PA, PB)，πB(PA, PB)
であり，(PA, PB) は，各プレイヤーの戦略コミットメント値であるとする。
P CA，P CB は同時手番ナッシュ均衡に対応する戦略コミットメント値とする。
P LA は，πA (PA,RB(PA))を最大にする戦略コミットメント値，対応の後手
戦略値を P FA とする。同様に，P
L
B は，πB(RA(PB)，PB) を最大にする戦略
コミットメント値，対応の後手戦略値を P FB とする。すなわち，これらはシ
ュタッケルベルグ均衡点である。RA(*),RB(*) は各プレイヤーの最適反応関
数である。なお，(PA, PB) の定義域 Xにおいて，以下，基本ゲームの同時
















定理１ プレイヤー A，Bの利潤関数πA(x, y)およびπB(x, y)が，共に２次













































































































































































方の最適反応曲線上での単調増加のみを仮定するという点で，Pastine and Pastine (2004)
における条件を緩めたものになっている。
 Deletion 








る戦略値 x CA を選択することは，Wait戦略を選択することに（弱）支配され
る。同様に，Wait後に戦略値 x CA を選択することも，Wait戦略を選択する
ことに（弱）支配される。一般に，支配される戦略を選択しないという意味





























































（仮定２） πA(PA,RB(PA)) は PAについて，P LA まで，狭義単調
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